
■ 本体の取り外し（バージョンアップを申し込むとき）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● 本体保護袋を取り外すナビ本体のそばに用意しておいてください。

次の手順で、ナビ本体を取り外します。

1 ナビ本体の背面に接続されているすべてのケーブルを外します。
その際、必ずコネクタを持って外してください。

2 ブラケットにナビ本体を固定している4本のセムスネジを外します。
外したネジは大切に保管してください。取り付け時に必要になります。

3 ナビ本体を取り外し、本セット同梱の本体保護袋に入れます。

4 梱包材を使って、ナビ本体を輸送箱に入れます。

5 必要事項の記入と捺印をした「バージョンアップ申込書兼承諾書 、 」
の2枚を同梱の封筒に入れ、輸送箱に梱包し、封印シールを貼り付けます。

● ナビ本体は、必ず本体保護袋に入れてから梱包してください。
● 取り外したナビ本体を落としたりぶつけたりするなどの衝撃を与えないでください。破損する場合があ
ります。

● 輸送箱には、ナビ本体と「バージョンアップ申込書兼承諾書 、 」以外の物（TV
モニターやケーブル類など）は入れないでください。

● ナビ本体を取り外すと、次の設定は工場設定状態に戻ります。
－ 画面の表示方法などの各種の設定/ショートカットキーの設定
また、次のデータは消去されます。
－ 現在のルート/過去目的地/軌跡/学習データ
－ 電話帳

● 右図以外でもナビ本体に接続されているケーブルがある場合は、すべて外してください。
● ナビ本体から外したケーブルの端子は、ビニール袋などで包んでおいてください。水などがかかるとシ
ョートして破損する場合があります。

■ 本体の取り付け（バージョンアップ後）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● バージョンアップが終了し、お手元にナビ本体が届きましたら、以下の手順でナビ本体を取り付け、
動作確認を行ってください。

次の手順で、ナビ本体を取り付けます。

1 輸送箱からナビ本体を取り出します。

2 ナビ本体をブラケットに4本のセムスネジで固定します。固定には、取り外したときに保
管したネジを使用してください。

3 各ケーブルを接続します。各ケーブルの端子は、完全にロックするまで差し込んでください。

4 バッテリーの 端子を接続し、イグニッションキーを"ON"または"ACC"にします。

5 先端の細いものでナビ本体のリセットボタンを押します。

6 ナビが正常に動作することを確認します。

● ナビ本体のブラケットへの固定には、取り外したネジ以外を使用しないでください。ネジを紛失した場
合には、同サイズのセムスネジ(M5×8mm)を用意してください。
サイズの長いネジを使用すると、ナビ本体内部が破壊されて発煙する場合があります。また、短いネジ
を使用すると、ブラケットへの固定が不十分で、ナビ本体が外れてしまう場合があります。

注 意
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HDZ-2400シリーズ

HDZ-2400シリーズ/HDZ-2500シリー
ズ/HDX-700シリーズの取り外し/取り
付け作業は、バッテリーの 端子を外
してから行ってください。ショート事
故による感電やケガの原因となります。

ナビ本体(HDZ-2400シリーズ)の配線
の脱着は、本書に記載してあるとおり
に行ってください。配線を間違えると、
火災、その他の事故の原因となります。

本書で指示されている箇所以外を分解
したり改造したりしないでください。
事故・火災・感電の原因となります。

ナビ本体(HDZ-2400シリーズ)やHDD
(HDZ-2500シリーズ/HDX-700シリー
ズ/HDV-910/810シリーズ)を取り外
したときの部品やネジは大切に保管し
てください。
また、事故防止のために、幼児の手が
届かないところに保管してください。
万一飲み込んだ場合は、直ちに医師に
相談してください。

万一、本体内部に異物が入ったり水など
がかかったりした場合には、すぐに作業
を中止し、お買い上げの販売店またはケ
ンウッドカスタマーサポートセンターへ
ご相談ください。そのまま使用すると、
事故・火災・感電の原因となります。

ナビ本体(HDZ-2400シリーズ)やHDD
(HDZ-2500シリーズ/HDX-700シリー
ズ/HDV-910/810シリーズ)は、取り
外したときの部品やネジを使って取り
付けてください。正しい部品を使用し
ないと、製品内部を壊し、ショート事
故による火災が発生する恐れがありま
す。また、取り付けが不完全になり、
運転中に製品が外れて人に当たるな
ど、ケガの原因となります。

万一、本体から煙が出たり変な臭いが
するなどの異常が感じられたら、直ち
に使用を中止し、必ずお買い上げの販
売店またはケンウッドカスタマーサポ
ートセンターへご相談ください。その
まま使用すると、事故・火災・感電の
原因となります。

画面が映らない、音が出ないなどの故
障の状態で使用しないでください。そ
のまま使用すると、事故・火災・感電
の原因となります。

カーナビゲーションシステムは、車載
用以外の用途では使用しないでくださ
い。

HDD (HDZ-2500シリーズ/HDX-700
シリーズ/HDV-910/810シリーズ)で
HDDを取り外した際は、HDDの鋭利
な部分に触れないでください。ケガの
原因となります。

インターフェースケーブルを抜くとき
は、コネクタのリング部分を持って
行ってください。ほかの部分を持って
抜くとロック機構が解除されないため、
コネクタが破損する場合があります。

通信ハーネス
(VICSユニットへ)

TVモニター用
インターフェースケーブル

電源
ハーネス

TVアンテナ

セムスネジ（M5×8mm）

ブラケット

GPS
アンテナ

ボイスコントロール
マイク

HDZ-2400シリーズの場合は、ナビ本体をお送りください。
バージョンアップして返送いたします。

ナビのリセット

リセットボタン

安全上のご注意
絵表示について
この取外/取付説明書では、製品を安全に正しくお使い頂き、あなたや他の人々への危害や
財産への損害を未然に防止する為にいろいろな絵表示をしています。その表示と意味は次の
ようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

絵表示の例
記号は注意（警告を含む）を促す内容があることを告げるものです。近傍に具

体的な注意内容が描かれています。

記号は禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止
内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。近傍に具体的な指示
内容が描かれています。

お客様または第三者が、この製品の誤使用、使用中に生じた故障、その他の不具合ま
たはこの製品の使用によって受けられた損害については、法令上の賠償責任が認めら
れる場合を除き、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじめご了承ください。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人が傷害を負う
可能性が想定される内容を示しています。

安全に作業していただくために、
あらかじめよくお読みください。

HDZ-2500 シリーズ

ナビのリセット

リセットボタン

HDZ-2500シリーズの場合は、ナビ本体からHDDを取り外し、
HDDのみをお送りください。バージョンアップして返送いたします。

■ HDDの取り外し（バージョンアップを申し込むとき）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● HDD用静電防止袋をナビのそばの車内に用意しておいてください。
● HDDを取り外す前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してください。
体に静電気が蓄積されているとHDDが破損する場合があります。

● 作業を始める前に「HDD取り扱い上のご注意」を必ずお読みください。

● HDDの取り外しおよび取り付け作業は、ナビ本体が車両に取り付けられている状
態で行えます。ナビ本体を取り外したり、ケーブル類を抜く必要はありません。

● 固定部材（中カバー）の取り外しには、付属の六角レンチ以外は使用しないでくだ
さい。

● 本体から取り外したHDDは高温になっている場合があります。特に、ナビの使用
直後は非常に高温になっています。取り扱いにご注意ください。

次の手順で、HDDを取り外します。

1 ナビ本体の前カバーを、両端を手前に引いて外します。

2 2本の六角穴付き止めネジを付属の六角レンチで緩めて、固定部材（中カ
バー）を外します。

3 シートを引いてHDDを取り外し、速やかに本セット同梱のHDD用静電防
止袋に入れます。
シートをつかみにくい場合は、シートの穴に六角レンチを通して引っ張って
ください。

4 梱包材を使って、HDDを輸送箱に入れます。

5 ナビ本体の前カバーをパチンと音がするまではめ込みます。

6 必要事項の記入と捺印をした「バージョンアップ申込書兼承諾書

、 」の2枚を同梱の封筒に入れ、輸送箱に梱包し、封
印シールを貼り付けます。

● HDDは、必ずHDD用静電防止袋に入れてから梱包してください。
● ナビ本体からHDDを取り外した状態では、HDDにブラケットがネジ止めされてい
ます。このブラケットは取り外さないでください。

● HDDに固定されているブラケットには突起部分があります。ケガをしないように、
突起部分を避けて持ってください。

● 輸送箱には、HDDと「バージョンアップ申込書兼承諾書 、 」
以外の物（TVモニターやケーブル類など）は入れないでください。

● 固定部材（中カバー）はHDDを取り外している間は本体に取り付けず、大切に保
管しておいてください。

● HDDを取り外すと、次の設定は工場設定状態に戻ります。
－ 画面の表示方法などの各種の設定/ショートカットメニューの設定
また、次のデータは消去されます。
－ 現在のルート/過去目的地/軌跡/学習データ
－ 電話帳/マイメニュー

■ HDDの取り付け（バージョンアップ後）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● HDDを取り付ける前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してくださ
い。体に静電気が蓄積されているとHDDが破損することがあります。

● バージョンアップが終了し、お手元にHDDが届きましたら、以下の手順でHDDを
ナビ本体に取り付け、動作確認を行ってください。

次の手順で、HDDを取り付けます。

1 ナビ本体の前カバーを、両端を手前に引いて外します。

2 輸送箱からHDDを取り出します。

3 HDDをナビ本体に差し込み、止まるまで押し込みます。

4 2本の六角穴付き止めネジを付属の六角レンチで締めて、固定部材（中カ
バー）を固定します。

5 ナビ本体の前カバーをパチンと音がするまではめ込みます。

6 バッテリーの 端子を接続し、イグニッションキーを"ON"または"ACC"
にします。

7 先端の細いものでナビ本体のリセットボタンを押します。

8 ナビが正常に動作することを確認します。

● 固定部材（中カバー）は確実に取り付けてください。HDDが固定されないとナビ
が正常に動作しません。

注 意
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注 意

ご使用の前に、この取外/取付説明書をよくお読みのうえ、説明の通り正しくお使いください。
また、この取外/取付説明書は大切に保管してください。
本機は日本国内専用モデルですので、外国で使用することはできません。

HDD取り扱い上のご注意

●取り外したHDDは速やかにHDD用静電防止袋に入れ、輸送箱に梱包してください。
やむを得ず置くときは、以下の点に注意してください。
● HDDは、平面に安定した状態で置いてください。
倒れたり落下したりする可能性のある置きかたはしないでください。

● HDDは、次のような場所には置かないでください。
－ 直射日光のあたる場所（ダッシュボード上など）
－ 外気、水や蒸気、油や油煙、熱がかかる場所（屋外など）
－ 塵や埃の多い場所（車両の床など）
－ 湿度が極端に高い場所または低い場所（浴室や乾燥室など）
－ 温度が極端に高い場所または低い場所（温蔵庫や冷蔵庫の中など）

HDDは物理的な衝撃や電気的な衝撃に弱く、注意して取り扱わないと破損する場合があります。

－ 振動の激しい場所やいつも振動している場所（冷蔵庫の上など）
－ 熱風や冷風が直接あたる場所（エアコンの吹き出し口など）
－ 磁気のある場所（テレビやスピーカーのそばなど）

● HDDの上に物を置かないでください。また、HDDを重ねて置かないでください。
●作業をはじめる前やHDDを持つ前には、必ず車両の金属部分に触れて、身体に帯電している静電気を放電
してください。

●濡れた手でHDDに触れないでください。
●HDDを持つときは、必ず右図のように側面をはさむように持ってください。
上面や基板面は持たないでください。また、端子部分には手を触れないでください。

●HDDを取り付ける際には、あらかじめ車両のエアコンを切っておき、車両の内外の温度
差をなくしておいてください。特に、車内が暖かい場合にはハードディスク内で結露が発
生して、正常に動作しなくなることや、最悪の場合にはHDDが破損することがあります。
車両の内外で温度差がある場合には、HDDを輸送箱のまま１時間程度車内においておい
てから取り出すようにしてください。

●HDDのシートを切り取らないでください。
シート

前カバー

固定部材
（中カバー）

六角レンチ
シート

HDD



HDX-700 シリーズ

フロントパネル
取り外しキー

フック

HDX-700シリーズの場合は、ナビ本体からHDDを取り外し、
HDDのみをお送りください。バージョンアップして返送いたします。

取り外し時

取り付け時

固定部材
（中カバー）

六角レンチ

フロントパネル

シート

HDD

HDD取り扱い上のご注意

●取り外したHDDは速やかにHDD用静電防止袋に入れ、輸送箱に梱包してください。
やむを得ず置くときは、以下の点に注意してください。
● HDDは、平面に安定した状態で置いてください。
倒れたり落下したりする可能性のある置きかたはしないでください。

● HDDは、次のような場所には置かないでください。
－ 直射日光のあたる場所（ダッシュボード上など）
－ 外気、水や蒸気、油や油煙、熱がかかる場所（屋外など）
－ 塵や埃の多い場所（車両の床など）
－ 湿度が極端に高い場所または低い場所（浴室や乾燥室など）
－ 温度が極端に高い場所または低い場所（温蔵庫や冷蔵庫の中など）
－ 振動の激しい場所やいつも振動している場所（冷蔵庫の上など）
－ 熱風や冷風が直接あたる場所（エアコンの吹き出し口など）
－ 磁気のある場所（テレビやスピーカーのそばなど）

● HDDの上に物を置かないでください。また、HDDを重ねて置かないでくださ
い。

●作業をはじめる前やHDDを持つ前には、必ず車両の金属部分に触れて、身体に帯
電している静電気を放電してください。

●濡れた手でHDDに触れないでください。
●HDDを持つときは、必ず下図のように側面をはさむように持ってください。
上面や基板面は持たないでください。また、端子部分には手を触れないでください。

●HDDを取り付ける際には、あらかじめ車両のエアコンを切っておき、車両の内外
の温度差をなくしておいてください。特に、車内が暖かい場合にはハードディスク
内で結露が発生して、正常に動作しなくなることや、最悪の場合にはHDDが破損
することがあります。
車両の内外で温度差がある場合には、HDDを輸送箱のまま１時間程度車内におい
ておいてから取り出すようにしてください。

●HDDのシートを切り取らないでください。

HDDは物理的な衝撃や電気的な衝撃に弱く、注意して取り扱わないと破損する場合があります。

● ナビ本体からHDDを取り外した状態では、HDDにブラケットがネジ止めされて
います。このブラケットは取り外さないでください。

● HDDは、必ずHDD用静電防止袋に入れてから梱包してください。
● 輸送箱には、HDDと「バージョンアップ申込書兼承諾書 、 」
以外の物（ケーブル類）は入れないでください。

● 固定部材（中カバー）はHDDを取り外している間は本体に取り付けず、大切に保
管しておいてください。

● HDDに固定されているブラケットには突起部分があります。ケガをしないように、
突起部分を避けて持ってください。

● HDDを取り外すと、次の設定は工場設定状態に戻ります。
－ 画面の表示方法などの各種の設定/ショートカットメニューの設定
また、次のデータは消去されます。
－ 現在のルート/過去目的地/軌跡/学習データ
－ マイメニュー

■ HDDの取り付け（バージョンアップ後）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● HDDを取り付ける前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してくださ
い。体に静電気が蓄積されているとHDDが破損する場合があります。

● バージョンアップが終了し、お手元にHDDが届きましたら、以下の手順でHDD
をナビ本体に取り付け、動作確認を行ってください。

次の手順で、HDDを取り付けます。

1 フロントパネルを外します。

2 輸送箱からHDDを取り出します。

3 HDDをナビ本体に差し込み、止まるまで押し込みます。

4 2本の六角穴付き止めネジを付属の六角レンチで締めて、固定部材（中
カバー）を固定します。

5 フロントパネルを取り付けます。
フロントパネルの右側をフックに引っかけ、カチッと音がするまで右側
を押し込んでロックします。そして、左側を押し込んでロックします。

6 バッテリーの 端子を接続し、イグニッションキーを"ON"または"ACC"
にします。

7 先端の細いものでナビ本体のリセットボタンを押します。

8 ナビが正常に動作することを確認します。

● 固定部材（中カバー）は確実に取り付けてください。HDDが固定されないとナビ
が正常に動作しません。

注 意

弊社送付用2弊社送付用1

注 意

アンロック状態
〈本体底面図〉

リセットボタン

■ HDDの取り外し（バージョンアップを申し込むとき）

● 作業中は車両からエンジンキーを抜き、バッテリーの 端子を外してください。
● HDD用静電防止袋をナビのそばの車内に用意しておいてください。
● HDDを取り外す前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してください。
体に静電気が蓄積されているとHDDが破損する場合があります。

● 作業を始める前に「HDD取り扱い上のご注意」を必ずお読みください。

● 固定部材（中カバー）の取り外しには、付属の六角レンチ以外は使用しないでくださ
い。

● HDDの取り外しおよび取り付け作業は、ナビ本体が車両に取り付けられている状態で
行ってください。

● モニター部を収納した状態で作業してください。
● 本体から取り外したHDDは高温になっている場合があります。特に、ナビの使用直後
は非常に高温になっています。取り扱いにご注意ください。

次の手順で、HDDを取り外します。

1 フロントパネルを外します。
フロントパネル取り外しキーを押し、フロントパネルの左側を持って開く
と外れます。

2 2本の六角穴付き止めネジを付属の六角レンチで緩めて、固定部材（中カバー）
を外します。

3 シートを引いてHDDを取り外し、速やかに本セット同梱のHDD用静電防
止袋に入れます。
シートをつかみにくい場合は、シートの穴に六角レンチを通して引っ張っ
てください。

4 梱包材を使って、HDDを輸送箱に入れます。

5 フロントパネルを取り付けます。

6 必要事項の記入と捺印をした「バージョンアップ申込書兼承諾書 、

」の2枚を同梱の封筒に入れ、輸送箱に梱包し、封印シールを貼
り付けます。

弊社送付用2

弊社送付用1

注 意

フロントパネル取り外しキーを押しても
フロントパネルの左側が開かない場合は、
パネルロックがかかっています。小さな
マイナスドライバーなどで、本体底面の
ロックを縦位置（アンロック）まで回し
てください。
なお、工場出荷状態ではアンロックにな
っています。

一部の車種では、本体を取り付
けた状態ではパネルロックをア
ンロックにすることができない
場合があります。
このような場合は、ナビ本体ご
と取り外す必要があります。取
り付けを行った販売店等へご相
談ください。

シート

■ HDDの取り外し（バージョンアップを申し込むとき）
● HDD用静電防止袋をナビのそばの車内に用意しておいてください。
● HDDを取り外す前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してください。
体に静電気が蓄積されているとHDDが破損する場合があります。

● 作業を始める前に「HDD取り扱い上のご注意」を必ずお読みください。

● HDDスロットのフタの取り外しには、付属の六角レンチ以外は使用しないでください。
● HDDの取り外しおよび取り付け作業は、ナビ本体が車両に取り付けられている状
態で行ってください。

● 本体から取り外したHDDは高温になっている場合があります。特に、ナビの使用直
後は非常に高温になっています。取り扱いにご注意ください。

● HDDを外した状態で、バッテリーを外したり、リセットボタンを押したりしない
でください。更新HDDが手元に届くまで、システムを起動できなくなったり、
TVやオーディオ機能が使用できなくなります。

次の手順で、HDDを取り外します。

3 2本の六角穴付き止めネジを、付属の六角レンチで緩めて、HDDスロッ
トのフタを外します。

● 傷が付かないように、モニターの表面を布などで保護してください。
● 本体とパネルの隙間に、スロットのフタが落ちないように注意してください。

4 シートを引いてHDDを取り外し、速やかに本セット同梱のHDD用静電
防止袋に入れます。

5 梱包材を使って、HDDを輸送箱に入れます。

6 HDDスロットのフタを本体にはめ込み、2本の六角穴付き止めネジを、
付属の六角レンチで締めます。

9 必要事項の記入と捺印をした「バージョンアップ申込書兼承諾書

、 」の2枚を同梱の封筒に入れ、輸送箱に梱包し、封
印シールを貼り付けます。

● ナビ本体からHDDを取り外した状態では、HDDにブラケットがネジ止めされて
います。このブラケットは取り外さないでください。

● HDDに固定されているブラケットには突起部分があります。ケガをしないように、
突起部分を避けて持ってください。

● イグニッションキーを"ON"にした状態で、イジェクトボタン・オープンボタン
(TILT)を長く押し続けないでください。操作パネルが操作できなくなる場合があ
ります。
操作パネルが操作できなくなった場合は、一度イグニッションキーを"OFF"にして、
もう一度"ON"にしてください。

● HDDは、必ずHDD用静電防止袋に入れてから梱包してください。
● 輸送箱には、HDDと「バージョンアップ申込書兼承諾書 、 」
以外の物(ケーブル類)は入れないでください。

● HDDを取り外すと、次の設定は工場設定状態に戻ります。
－ 画面の表示方法などの各種の設定/ショートカットメニューの設定、AUDIOの
各種設定。

また、次のデータは消去されます。
－ バージョンアップ直前の検索ルート/過去目的地/学習データ

弊社送付用2弊社送付用1

注 意

弊社送付用2弊社送付用1

注 意

注 意

HDV-910/810 シリーズ HDV-910/810 シリーズの場合は、ナビ本体からHDDを取り外し、
HDDのみをお送りください。バージョンアップして返送いたします。

●商品に関するお問い合わせは、カスタマーサポートセンターをご利用ください。
ナビダイヤル 0570-010-114 （全国どこからでも市内通話料でご利用いただけます）
携帯電話、PHS (045)933-5133
住所　〒226-8525 神奈川県横浜市緑区白山1-16-2
受付時間　9 :00～18:00（土、日、祝祭日および当社休日は休ませていただきます。）

HDV-810

1 イグニッションキーを"ON"または
"ACC"にして、イジェクトボタン(TILT)
を押します。
操作パネルが、ディスク挿入位置ま
で開きます。

2 イグニッションキーを"OFF"にし、イジェ
クトボタン(TILT)を5秒ほど押し続けます。
操作パネルが下まで完全に開き、HDD
スロットが見えます。

HDV-910

1 イグニッションキーを
"ON"または"ACC"にし
て、オープンボタン
(TILT)を押します。
操作パネルが下まで完
全に開き、HDDスロッ
トが見えます。

2 イグニッションキー
を"OFF"にします。

HDV-810

7 イグニッションキーを"ON"または
"ACC"にして、イジェクトボタン
(TILT)を押します。
操作パネルがディスク挿入位置ま
で戻ります。

8 もう一度イジェクトボタン(TILT)
を押します。
操作パネルが閉まります。

HDV-910

7 イグニッションキーを
"ON"または"ACC"にし
ます。

8 オープンボタン(TILT)
を押します。
操作パネルが閉まりま
す。

■ HDDの取り付け(バージョンアップ後)

● HDDを取り付ける前に車両の金属部分に触れて、身体の静電気を放電してくださ
い。体に静電気が蓄積されているとHDDが破損する場合があります。

● バージョンアップが終了し、お手元にHDDが届きましたら、以下の手順でHDD
をナビ本体に取り付け、動作確認を行ってください。

次の手順で、HDDを取り付けます。

3 2本の六角穴付き止めネジを、付属の六角レンチで緩めて、HDDスロッ
トのフタを外します。

● 傷が付かないように、モニターの表面を布などで保護してください。
● 本体とパネルの隙間に、スロットのフタが落ちないように注意してください。

4 輸送箱からHDDを取り出します。

5 HDDをナビ本体に差し込み、止まるまで押し込みます。

6 HDDスロットのフタを本体にはめ込み、2本の六角穴付き止めネジを、
付属の六角レンチで締めます。

9 地図画面が表示されるのを確認し、イグニッションキーを"OFF"にします。

10 先端の細いもので、ナビ本体のリセットボタンを押します。
イグニッションキーを"ON"にします。
画面に「システムメンテナンス中」と表示されます。

11 ナビが正常に動作することを確認します。

● HDDスロットのフタは確実に取り付けてください。HDDスロットのフタが固定
されていないとナビが正常に動作しません。

注 意

注 意

HDV-810

1 イグニッションキーを"ON"または
"ACC"にして、イジェクトボタン
(TILT)を押します。
操作パネルがディスク挿入位置ま
で開きます。

2 イグニッションキーを"OFF"にし、
イジェクトボタン(TILT)を5秒ほ
ど押し続けます。
操作パネルが下まで完全に開き、
HDDスロットが見えます。

HDV-910

1 イグニッションキーを
"ON"または"ACC"にし
て、オープンボタン
(TILT)を押します。
操作パネルが下まで完
全に開き、HDDスロッ
トが見えます。

2 イグニッションキーを
"OFF"にします。

HDDのフタ

操作パネル

シート六角レンチ

HDD
オープンボタン(910)
イジェクトボタン(810)

HDV-810

7 イグニッションキーを"ON"または
"ACC"にして、イジェクトボタン
(TILT)を押します。
操作パネルがディスク挿入位置ま
で戻ります。

8 もう一度イジェクトボタン(TILT)
を押します。
操作パネルが閉まります。

HDV-910

7 イグニッションキーを
"ON"または"ACC"にし
ます。

8 オープンボタン(TILT)
を押します。
操作パネルが閉まりま
す。

リセットボタン

〒192-8525 東京都八王子市石川町2967-3


